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SuperDARN (Super Dual Auroral Radar Network) レーダーと全天 TVカメラ (ATV) を用いた
オーロラ微細構造のキャンペーン観測を実施した。Tjornes (北緯 66.20 度 、 西経 17.12 
度) において、ATVによる可視オーロラの高時間分解能観測を行い、同時にSuperDARN Iceland 
East レーダー (北緯 63.77 度、 西経 20.54 度) では、E 特別領域モード (Stereo Myopic 
モード) による E 領域プラズマ密度不規則構造(FAI: Field-aligned Irregularities)特別観
測を実施した。このStereo Myopic モードは、時間分解能 2 秒、空間分解能 15 km で近距離
レンジから到来する E 領域エコーを重点的に観測するものである。F 領域通常観測モード(時
間分解能 7 秒 、空間分解能 45 km )よりもはるかに高い時空間分解能でオーロラからの散乱
波を得ることができるため、変化の速いオーロラ現象 (ブレイクアップに伴う極方向伝搬な
ど）の背景にある電場変動を明らかにすることが可能となった。光学観測機器と SuperDARN 
レーダーを用いた同様のオーロラ- FAI 同時観測はこれまでにも多数行われてきた。Milan et 
al. [2003] では、幅約 1000 km の大規模なオーロラの枝分かれ構造の生じた領域における同
時観測が行われている。その結果から、オーロラ近接領域に生じた、オーロラに沿った速度分







速度が近接して観測されるシア構造が、経度方向・緯度方向の幅が数 10 - 100 km スケールで
発光時間が 20 - 30 s という微細なオーロラ構造に伴い、 2 例観測された。この観測結果を
用いて背景電流構造の推定を行ったところ、オーロラ発光領域における上向き FAC を中心とす
る2サイクルの電流系が存在することが示唆された。この結果を踏まえ、推定した上向き FAC 
領域とオーロラ発光領域の大きさの違いや空間的なずれ、シアが観測される条件、シア観測イ
ベントのうち 1 例において観測されたオーロラの渦構造との関連についての議論も行った。
